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Abstract

AStudy　Regarding　the　Text　of　Otsuki　Gentaku　and

　　　　　　　　　　　Shimura　K6ky6’s　Kankai－ibun，1807

IWAI　Noriyuki

　　　　The　purpose　of　this　paper　is　to　propose　a　currently　available　way　to　obtain　the　best　text　of

Kankai－ibun，　the　original　manuscript　of　which　has　been　lost．　Kankai－ibun　is　a　full　report　on　the

experiences　of　16　sailors　of　the　Sendai　Clan　over　the　years　1793－1803，　during　which　time　they

were　cast　adrift，1anded　in　Russian　territory，　remained　there　fbr　some　time，　and　finally　returned

to　Japan　via　both　the　Atlantic　and　Paci且c　Oceans．　Four　of　the　men　were　returned　to　Japan　by

Nikoraj　Rezanov，　the　second　envoy　to　Japan　from　Russia，　after　Adam　Laksman．　They　traveled

on　a　ship　under　the　command　of　Ivan　Fyodorovich　K．ruzenshtern，　the　commander　of　a　Russian

且eet　that　was　attempting　the　first　Russian　circumnavlgation　of　the　globe．　It　would　be　the　first

circumnavigation，　as　well，　for　any　Japanese．　After　reaching　Japan　and　having　been　refused　in

his　bid　fbr　trade　negodadons，　Rezanov　handed　over　the　four　Japanese　sailors　to　the　authorides，

and　in　1805，　he　left　Japan．

　　　　In　Edo，　end　in　December，1803，　the　sailors　were　interrogated　fbr　more　than　40　days　by

Otsuki　Gentaku，　a　court　physician　of　the　Sendai　Clan　and　a　famous　rangafeusha（a　scholar

undertaking　the　study　of　Western　sciences　by　means　of　the　Dutch　language），　as　well　as　by

Shimura　K6ky6，　a　Confucian　scholar，　also　of　the　Sendai　Clan．　In　February，1804，　Gentaku　and

K6ky6　produced　a　rough－draft　report，　but　Gentaku　was　unsatisfied　with　iしand　it　was　not　until

May，1807，　that　a　full　report，　the　product　of　continued　investigations　and　repeated　rewritings，

was　completed　and　presented　to　the　Clan．　It　was　entitled　Kankai一狛襯，　consisted　of　16　volulnes，

and　reportedly　contained　115　beautifuljllustrations．　Unfbrtunately，　this　original　manuscript　was

later　lost．

　　　　There　are　over　50　manuscript　copies　in　existence　today．　Kankai－ibun　texts　have　been

printed　several　times　since　the　Meiji　period，　but　the　authenticity　of　their　sources　is　in　doubt．

From　among　a　number　of　well－preserved　manuscripts，　I　have　selected　three　fbr　particular

study：one　owned　by　the　Miyagi　Prefectural　Library（＝D），　one　owned　by　the　Ichinoseki　City

Museum（一り，　and　one　owned　by　the　Aijitsu　Collection　in　Osaka（＝、4）．　A　is　famous　for　having

been　granted　to　Yamagata　Shigeyoshi，　a　merchant　under　Sendai　Clan　patronage　in　Osaka，　but

it　has　been　little　studied，　and　it　has　been　of　particular　interest　fbr　the　purposes　of　this　paper．
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　　　　Briefly　expressed，　the　major　features　of　the　three　manuscripts　are　as　f6110ws；

∠4：0組cially　copied　from　the　original，　given　to　Shigeyoshi　by　the　Lord　of　Sendai　in　1808，　i．e．，　only

one　year　after　Gentaku　had　presented　that　original　to　the　Clan．　The　text－lettering　is　in　the

official－copyist　style，　and　the　text　contains　a　few　lacunae，　including　words　regarding　sexual

relations　and　illustrations　related　to　Christianity，　which　were　intentionally　omitted　by　the

copylsts。

D：evaluated　as　being　next－best　to　the　origina1，　with　many且ne　illustrations、　While　the　text

contains，　unfortunately，　many　worm．eaten　parts，　it　has　no　lacunae　and　has　only　rarely

undergone　any　revision．

Zrecopied　from　a　manuscript　that　had　been　copied　from　Gentaku’s　duplicate　of　the　original．

That　manuscript　had　been　produced　by　Otsuki　Bankei，　Gentakuls　son，　who　presented　it　to　It6

Genboku，　a　famous　rangakusha，　to　express　Bankefs　gratitude　fbr丘nancial　help．　The　text　of∫is，

generally　speaking，　similar　to　that　of／4，　and　from　this　we　may　imagine　that　it　provides　a

reasonably　accurate　reflection　of　the　original　compiled　by　Gentaku．

　　　　Among　the、4，　D，　and　I　texts，　there　are　no　passages　or　individual　words　which　reflect

different　meanings，　and　it　would　seem　safe　to　assume　that　we　can　currently　obtain　the　best

Kankai－ibun　text　by　emending　on　the　basis　of　a　comparison　of．4　with∠）．
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研
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一
　
は
じ
め
に
　
本
稿
は
、
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
成
立
の
『
環
海
異
聞
』
が

比
較
的
多
数
（
注
－
〉
今
日
迄
伝
存
し
て
は
い
る
も
の
の
、
い
わ
ば
原
本
と
い
う
べ

き
書
が
現
存
不
明
で
あ
り
、
従
っ
て
最
良
の
本
文
翻
刻
（
注
2
＞
が
な
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
現
状
に
対
し
、
最
良
の
本
文
を
確
定
す
る
為
の
第
一
段
階
を
模
索
し
た

報
告
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
従
来
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
愛
日
文
庫
所
蔵

本
に
つ
き
詳
し
く
述
べ
、
こ
の
書
を
中
心
に
す
え
、
さ
ら
に
善
本
と
目
さ
れ
る
宮

城
県
図
書
館
所
蔵
旧
伊
達
家
本
・
一
関
市
博
物
館
所
蔵
本
（
注
3
）
と
の
比
較
を
通

じ
て
、
愛
日
文
庫
本
が
『
環
海
異
聞
』
の
本
文
確
定
に
と
り
必
須
の
書
で
あ
る
こ

と
を
示
す
。
紙
幅
が
限
ら
れ
て
い
る
ゆ
え
、
『
環
海
異
聞
』
の
成
立
事
情
等
々
は

諸
家
の
研
究
（
注
4
）
に
任
せ
、
か
つ
既
知
の
も
の
と
し
て
不
問
に
付
し
、
即
課
題

に
入
る
。
以
下
で
は
上
記
三
本
を
そ
れ
ぞ
れ
愛
日
本
（
略
号
A
）
・
旧
伊
達
家
本

（
D
）
・
一
関
本
（
1
）
と
適
宜
略
称
す
る
。

二
　
愛
日
本
の
書
誌
　
大
阪
の
市
立
開
平
小
学
校
に
存
す
る
愛
日
教
育
会
所
蔵
の

『
環
海
異
聞
』
（
A
）
に
つ
い
て
は
海
野
一
隆
氏
に
よ
る
〈
資
料
紹
介
〉
が
あ

る
（
注
5
＞
が
、
従
来
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
故
、
重
複
を
厭
わ
ず
や
や
詳

し
く
記
す
。

　
ω
通
番
号
　
㎜
ω
～
⑯
、
木
崎
番
号
㎜
（
注
6
）

②
　
著
者
　
大
槻
茂
質
・
志
村
弘
強
編
（
注
7
）

㈹
　
冊
数
等
　
美
濃
判
十
六
冊
、
即
ち
〈
序
例
附
言
〉
の
首
巻
一
冊
、
〈
巻
之

　
　
一
〉
～
〈
巻
之
十
五
〉
迄
十
五
冊
。

　
ω
　
成
立
　
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
序

　
㈲
　
刊
・
写
、
装
慎
　
写
、
和
装
本
、
四
針
眼
、
袋
綴

　
㈲
　
書
名
等
一
内
題
に
〈
環
海
異
聞
巻
之
一
〉
の
よ
う
に
あ
る
。

ω
　
本
文
体
裁
　
毎
半
葉
入
行
取
り
、
注
双
行
。
括
図
多
数
（
別
表
参
照
）

㈲
　
各
巻
紙
数
　
別
表
参
照
。
な
お
丁
付
け
な
し
。

　
㈲
　
印
穎
　
『
愛
日
文
庫
目
録
』
に
よ
れ
ば
〈
思
胎
堂
圖
書
記
〉
（
注
8
＞

　
㈲
　
箱
書
等
　
二
重
の
木
箱
に
保
存
。
外
箱
蓋
オ
に
中
央
よ
り
左
へ
く
環
海
異

　
　
聞
全
十
六
巻
／
維
文
化
五
年
歳
次
戊
辰
／
季
冬
從
／
仙
毫
君
拝
領
／
重

　
　
芳
謹
記
V
、
内
箱
蓋
オ
中
央
に
〈
環
海
異
聞
　
十
六
冊
〉
、
内
箱
内
押
さ
え
板

　
　
オ
に
は
書
名
を
中
央
に
配
し
、
右
よ
り
〈
文
化
五
年
歳
次
戊
辰
季
冬
従
／
仙

　
　
毫
君
拝
領
／
環
海
異
聞
　
全
十
六
巻
／
思
貼
堂
重
芳
謹
記
〉
と
、
そ
れ
ぞ
れ

　
　
墨
書
が
存
す
る
。

　
い
く
つ
か
の
項
目
に
つ
き
補
う
。
㈹
の
〈
美
濃
判
〉
だ
が
、
実
際
は
第
一
冊
目

〈
序
例
附
言
〉
に
お
い
て
二
六
．
七
×
一
九
。
三
セ
ン
チ
前
後
。
ω
成
立
は
〈
序
例

附
言
〉
三
六
オ
に
〈
文
化
四
年
丁
卯
初
夏
　
讐
臣
大
槻
茂
質
謹
識
〉
と
あ
る
。
㈲
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に
つ
い
て
は
や
や
説
明
を
要
す
る
。
各
冊
は
拝
領
直
後
に
施
さ
れ
た
と
推
量
さ
れ

る
保
護
表
紙
に
厳
重
に
包
ま
れ
、
か
つ
題
蟄
も
貼
ら
れ
て
い
る
が
書
名
を
欠
く
。

原
装
の
表
紙
は
紺
地
で
、
書
き
題
籏
を
有
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
確
認
で
き

ず
。
全
冊
に
施
さ
れ
て
い
る
保
護
表
紙
は
、
書
冊
全
体
を
く
る
み
込
み
、
か
つ
要

所
要
所
糊
づ
け
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
保
護
表
紙
は
上
端
に
龍
を
あ
し
ら
っ
た
紋
様

が
薄
青
で
刷
ら
れ
お
り
、
右
端
に
貼
ら
れ
た
題
按
紙
に
も
双
龍
で
枠
を
な
す
紋
様

が
薄
赤
で
刷
ら
れ
も
の
を
用
い
る
。
題
簸
に
は
す
べ
て
書
名
が
大
書
さ
れ
て
お
ら

ず
、
右
下
隅
に
〈
序
例
附
言
〉
〈
一
〉
…
の
如
く
小
書
き
が
あ
る
。
こ
れ
が
筆
に

よ
る
か
ペ
ン
に
よ
る
か
不
明
。
さ
ら
に
保
護
表
紙
左
下
隅
に
ペ
ン
（
鷲
ペ
ン
か
）

に
よ
り
〈
∋
o
丼
1
＞
（
注
9
）
〈
1
＞
…
〈
匡
昌
α
゜
1
5
＞
の
文
字
が
直
書
き
さ
れ
て
い
る
。

〈
1
＞
の
字
形
は
大
文
字
の
〈
」
〉
を
用
い
る
。
蘭
学
者
流
で
あ
る
。
保
護
表
紙

の
仕
立
て
と
ペ
ン
書
き
は
山
片
重
芳
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
保
護
表
紙

右
端
に
は
後
代
の
図
書
ラ
ベ
ル
が
全
冊
に
貼
付
さ
れ
る
。
働
の
箱
書
だ
が
、
内
箱

蓋
オ
を
除
き
、
他
は
山
片
重
芳
に
よ
る
直
書
き
と
み
ら
れ
る
。
〈
文
化
五
年
…
冬
〉

は
重
要
な
年
紀
の
記
述
で
、
㈲
の
補
記
中
の
〈
文
化
四
年
…
初
夏
〉
脱
稿
時
か
ら

早
く
も
一
年
半
程
後
に
山
片
は
拝
領
し
た
こ
と
に
な
る
。
蛇
足
だ
が
、
重
芳
は
大

坂
の
豪
商
山
片
家
の
四
代
目
当
主
で
あ
り
、
山
片
幡
桃
は
そ
の
番
頭
職
に
あ
っ

た
。
重
芳
は
好
学
で
も
知
ら
れ
、
幡
桃
は
『
夢
の
代
』
の
著
述
を
も
つ
学
者
で
も

あ
っ
た
。
同
家
は
二
代
重
賢
の
時
、
仙
台
藩
の
蔵
元
と
な
り
、
四
代
重
芳
に
あ
っ

て
は
殊
に
仙
台
藩
と
の
格
別
な
結
び
付
き
を
有
し
て
い
た
よ
う
で
、
商
売
上
の
み

な
ら
ず
、
種
々
の
海
外
情
報
を
も
得
て
い
た
様
子
が
現
存
資
料
か
ら
う
か
が
え
る

の
で
あ
る
。

三
　
愛
日
本
の
本
文
と
丁
数
　
愛
日
本
の
各
巻
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
冊
仕
立
て
に

な
っ
て
い
る
こ
と
は
上
述
し
た
が
、
そ
の
本
文
の
構
成
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

第
一
冊
〈
序
例
附
言
〉
の
巻
首
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
環
海
異
聞
　
序
列
附
言

同
3
6
オ
に
は
こ
う
あ
る
。
（
丁
数
は
私
に
算
え
た
）
。

　
　
文
化
四
年
丁
卯
初
夏
　
署
臣
大
槻
茂
質
謹
識

さ
ら
に
巻
尾
4
2
ウ
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
総
計
拾
五
巻
鰭
赫
鞭
韓
遜
／
聾
鐙
護
罐
文
化
三
年
乙
丑

後
二
者
の
記
述
か
ら
本
書
の
成
立
と
編
者
が
知
ら
れ
る
の
だ
が
、
編
者
に
つ
い
て

は
大
槻
の
み
で
、
序
例
本
文
中
に
志
村
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
点
は
注
意
す
べ
き

で
あ
る
。
拙
稿
で
は
草
稿
本
を
重
視
し
、
大
槻
の
単
著
と
は
み
ず
両
人
の
著
作
と

み
る
。

　
3
7
オ
以
下
に
は
〈
目
次
〉
と
題
す
る
記
述
が
続
く
。
全
体
の
内
容
を
知
る
に
簡

便
で
あ
り
、
か
つ
後
述
の
挿
図
の
数
も
記
す
の
で
以
下
全
体
を
引
用
す
る
。

目
次

巻
之
一

　
寛
政
五
年
癸
丑
石
巻
出
帆
後
難
風
に
逢
ひ
」
数
ヶ
月
漂
流
し
甲
寅
六
月

　
オ
ン
デ
レ
イ
ツ
ケ
と
い
ふ
罵
に
漂
着
し
ナ
ー
ツ
カ
と
い
ふ
湊
に
」
壱
ヶ
年

　
　
ナ
ン
く

　
に
向
ん
と
し
て
滞
留
せ
し
記
　
三
図

巻
之
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
（
3
7
オ
）

　
ナ
ー
ツ
カ
滞
留
中
の
記
井
に
魯
西
亜
舩
の
」
護
送
を
得
て
乙
夘
四
月
此

　
湊
を
獲
し
」
其
本
領
の
内
地
オ
ホ
ー
ツ
カ
と
い
ふ
湊
に
」
着
岸
し
数
日

　
逗
留
其
入
月
よ
り
翌
丙
辰
」
の
年
迄
拾
五
人
之
者
共
追
ミ
三
ヶ
度
に
」
オ

　
ホ
ー
ツ
カ
出
立
ヤ
コ
ー
ツ
カ
と
い
ふ
虞
に
」
到
る
ま
て
の
道
中
記
拾
五

　
圖
巻
之
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
（
3
7
ウ
）

　
ヤ
コ
ー
ツ
カ
江
着
暫
く
滞
留
夫
よ
り
イ
ル
コ
ー
ツ
カ
」
迄
被
送
届
惣
人
数

　
追
≧
丙
寅
十
二
月
」
同
所
に
相
會
せ
し
迄
の
道
中
記
井
に
」
此
所
に
数
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年
足
を
止
る
事
に
な
り
た
る
記
」

　
　
八
ヶ
年
滞
留
中
紀
事
分
類

　
街
衙
居
室

巻
之
四

　
飲
食

　
服
飾

巻
之
五

　
寺
観
道
教

　
産
育
及
赤
子
命
名

　
婚
巻
之
六

　
葬
　
祭
　
衙
磨
並
官
名
職
掌
政
治
兵
卒
武
備
」

　
刑
獄

　
銭
貨
銭
妙

巻
之
七

　
尺
度
井
里
程

　
秤
量

　
楽
器

　
氣
令

　
耕
農

　
交
易

　
讐
療

　
物
産

　
敷
量

　
土
俗
風
習

弟
一
　
七
図

弟
二
弟
三
　
計
図

弟
四
弟
五
　
六
図

弟
六

弟
七
弟
八
弟
九
弟
十
弟
十
一
　
三
図

弟
十
二

弟
十
三

弟
十
四

弟
十
五

弟
十
六

弟
十
七

弟
十
八

弟
十
九

弟
二
十

弟
壮
一

五
図

三
図

」
（
3
8
オ
）

」
（
3
8
ウ
）

」
（
3
9
オ
）

巻
之
八

　
言
僻

　
　
天
文

　
　
人
倫

　
　
動
物

　
　
飲
食

地
理
糧
駆
酩

身
艦
器
財

二
漬
辞
　
二
図

各
門
謬
語
並
二
名
物
ノ
解
其
下
二
謬
セ
リ

弟
汁
二

　
時
令

　
居
室

　
衣
服
織
段

」
（
3
9
ウ
）

巻
之
九

　
癸
亥
の
年
三
月
王
命
下
り
て
拾
三
人
の
者
」
（
4
0
オ
）
イ
ル
コ
ー
ツ
カ
出

　
立
七
千
里
の
道
中
へ
首
途
し
」
奮
都
ム
ス
ク
ワ
を
経
て
新
都
府
ペ
ト
ル

　
ブ
ル
カ
江
」
到
れ
る
道
中
の
記
井
旅
舘
滞
留
中
の
記
」
．
〕
れ
享
和
三
年
也

巻
之
十

　
國
王
江
目
見
以
来
の
次
才
井
に
都
下
巡
覧
」
の
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
図

巻
之
十
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
（
4
0
ウ
）

　
都
府
滞
留
中
の
記
二

　
　
此
所
に
て
酸
儀
平
等
四
人
の
者
日
本
」
使
節
舩
同
伴
帰
朝
す
へ
き
旨

　
　
申
渡
さ
れ
」
出
立
し
て
カ
ナ
ス
ダ
と
い
ふ
港
よ
り
大
舩
に
乗
」
組
迄

　
　
の
記
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
図

巻
之
十
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
チ
マ
ル
カ
　
　

イ
ン
ゲ
リ
ア

　
六
月
十
六
日
カ
ナ
ス
ダ
出
帆
第
那
馬
圷
加
と
」
詰
厄
利
亜
江
舟
を
泊
め

　
カ
　
　
ナ
　
　
リ
　
　
ア

　
加
那
里
亜
嶋
江
舩
を
」
（
4
ー
オ
）
寄
せ
夫
よ
り
赤
道
直
下
の
海
上
を
経
過

　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
　
　
ブ
ラ
シ
リ
　

　
し
」
南
亜
墨
利
加
洲
伯
西
児
の
内
ヱ
カ
テ
リ
イ
ナ
」
湊
江
着
岸
の
海
路
及

　
同
所
滞
留
出
帆
し
て
」
其
大
洲
の
岬
を
乗
廻
し
西
海
に
向
ひ
し
」
迄
の

　
己
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
圖

　
一
三
口

巻
之
十
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
タ
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヵ

　
甲
子
赦
靴
四
月
下
旬
マ
ル
ケ
イ
サ
と
い
ふ
裸
」
蔦
江
舟
を
繋
け
此
所
を
獲
し
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へ

　
て
再
ひ
」
（
4
ー
ウ
）
赤
道
直
下
を
西
に
距
り
サ
イ
ペ
イ
ツ
ケ
蔦
を
歴
」
夫

　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
　
　
　
　
　
　
ア
シ
ア

　
よ
り
北
亜
墨
利
加
洲
を
右
に
し
て
亜
細
亜
」
洲
な
る
魯
西
亜
領
分
の
蓋
境

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
テ

　
カ
ミ
シ
ヤ
ー
ツ
カ
」
と
い
ふ
湊
江
七
月
初
旬
着
岸
の
海
路
井
に
」
同
所
数

　
日
逗
留
用
意
整
ひ
八
月
五
日
出
帆
」
蝦
夷
地
よ
り
日
本
の
東
南
に
あ
た

　
る
大
洋
を
」
渡
海
し
薩
摩
海
江
向
ひ
九
月
初
旬
肥
前
」
長
崎
江
入
津
迄
の

巻
之
十
四

　
長
崎
港
入
舩
上
陸
後
の
次
弟
並
乙
丑
読
」
三
月
御
奉
行
所
御
請
取
迄
之

　
記
巻
之
十
五

　
牲
来
滞
留
前
後
の
間
の
雑
事

以
上
〈
目
次
〉
の
末
に
上
に
引
い
た
巻
尾
（
4
2
ウ
）
の
引
用
文
が
総
括
と
し
て
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
図
を
〈
一
百
十
五
〉
と
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
い
。

　
次
に
各
冊
の
丁
数
で
あ
る
が
、
次
表
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
墨
付
が
半
丁

の
場
合
も
一
丁
と
算
し
た
。
表
中
の
丁
数
は
比
較
の
便
を
考
え
ア
ラ
ビ
ア
数
字
を

用
い
る
。
単
純
に
加
算
す
れ
ば
全
十
六
冊
で
全
五
六
〇
丁
と
な
る
。
又
、
最
終
巻

が
も
っ
と
も
厚
い
こ
と
が
容
易
に
み
て
と
れ
よ
う
。
．

巻 巻 巻 巻 巻 巻 序
之 之 之 之 之 之 例
六 五 四 三 二 一 附 巻

量
口

A
36 34 34 33 33 34 42 丁

数

D
36 34 34 33 33 34 42 丁

数

1

36 34 34 33 33 34 42 丁
数

備
考

巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻
之 之 之 之 之 之 之 之 之
十 十 十 十 十 十 九 八 七 巻
五 四 三 二 一

A
68 36 31 33 34 32 36 30 34 丁

数

D
68 36 31 33 34 32 36 30 34 丁

数

1

70 36 31 33 34 31 36 30 34 丁
数

＊ ＊
備
考

注
　
＊
巻
之
十
に
お
い
て
ー
が
〈
3
1
＞
で
あ
る
の
は
、
A
・
D
が
3
2
オ
に
〈
環
海

　
異
聞
巻
之
十
終
〉
と
記
す
の
に
対
し
、
1
は
こ
れ
を
欠
き
、
白
紙
が
続
く
ゆ
え
、

　
算
え
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
＊
巻
之
十
五
の
〈
7
0
＞
は
、
上
述
の
践
・
後
書

　
き
2
葉
分
を
算
え
た
か
ら
で
あ
る
。
実
の
処
、
三
本
共
に
本
文
は
各
半
葉
末
の

　
文
字
が
す
べ
て
一
致
す
る
。

四
　
愛
日
本
の
括
図
　
『
環
海
異
聞
』
は
本
文
中
に
説
明
の
為
に
播
入
さ
れ
た
図

の
曲
豆
富
な
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
後
述
す
る
よ
う
な
理
由
で
も
重
要
ゆ
え
、
次
に

煩
を
厭
わ
ず
一
覧
を
掲
出
す
る
。
概
し
て
、
図
は
見
開
き
一
丁
、
半
丁
、
本
文
中

の
小
図
の
別
を
有
す
る
が
、
タ
イ
ト
ル
を
有
す
る
場
合
は
こ
れ
を
引
用
し
、
無
い

場
合
は
［
］
を
付
し
て
筆
者
の
命
名
に
よ
る
題
名
を
掲
げ
る
。
（
欠
）
を
不
在

を
示
す
。
な
お
、
こ
こ
に
は
地
図
・
文
字
表
等
も
含
め
る
も
の
と
す
る
。
題
名
中

〈
…
〉
は
省
略
で
あ
る
。
又
、
下
方
の
欄
は
後
に
問
題
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

愛
日
本
（
A
）
に
掲
載
す
る
図
が
旧
伊
達
家
本
（
D
）
・
一
関
本
（
1
）
に
も
存

在
す
る
か
否
か
を
比
較
す
る
項
で
あ
る
。
存
在
は
○
、
存
在
す
る
が
重
要
点
で
異

な
り
を
示
す
場
合
は
△
、
存
在
し
な
い
は
x
で
表
示
す
る
。
備
考
欄
に
は
注
の
あ

る
こ
と
を
＊
で
示
す
が
、
写
本
間
で
多
数
の
差
違
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
最
小

限
の
言
及
に
留
め
る
。
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通
し

存
否

備
考

番
号

巻

丁

題
名

D

1

1

序
例
附
言

4
ウ
～
5
ウ

△

○

＊

2

32

E

魯
西
亜
國
字

○

○

3

33

I

又
一
艦

○

○

4

巻
之
一

28
I

オ
ン
デ
レ
イ
ツ
ケ
島
穴
居
井
嶋
人
其
土
室
江
出
入
之
図

○

○

5

28

E
～
2
9
オ
コ
ー
ジ
キ
圖

○

○

6

30

E
8

［
揖
の
図
］

○

○

7

34

E

オ
ク
チ
ヨ
鳥
之
圖

○

○

8

巻
之
二

4
オ

島
人
男
女
並
少
女
之
圖

○

○

9

4
ウ

○

○

10

5
ウ

○

○

11

5
ウ
～
6
オ
セ
イ
ウ
チ
圖

○

○

12

6
ウ
～
7
オ

嶋
人
…
皮
舩
に
乗
り
…
猟
を
な
す
図

○

○

13

7
ウ

皮
舩
全
図

○

○

通
し

題
名

存
否

備
考

番
号

巻

丁

D
1

14

8
オ

モ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
リ
綜
全
図
ヲ
綜
を
使
ふ
手
法
の
圖
／
頭
迄
冠
る
皮
衣
全
圖

○

○

15

8
ウ
～
9
オ
ナ
ア
ツ
カ
魯
西
亜
人
居
庭
圖

○

○

16

9
ウ

n
墓
標
の
図
］
（
欠
）

○

△

＊

17

16

E
～
1
7
オ氷
山
圖

○

○

18

20

E

オ
ホ
ー
ツ
カ
家
屋
図

○

○

19

2ー

E
～
2
2
オ

○

○

20

26

E

旅
行
用
意
せ
し
人
の
図

○

○

21

27

I

　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ホ
ゼ
リ
ワ
チ
カ
図
／
荷
を
固
り
結
ひ
め
を
わ
な
に
し
た
る
圖
／
馬
に
荷
を
駄
し
た
る
図

○

○

22

32
I

○

○

23

巻
之
三

4
ウ
～
5
オ　　
　
　
　
ソ
　
　
リ
人
の
乗
た
る
雪
車
を
四
疋
の
馬
に
て
河
氷
の
上
を
牽
す
る
図

○

○

24

9
オ

セ
イ
チ
カ
圖

○

○

25

27

I

ベ
イ
チ
の
下
地

○

○

26

27
E

ベ
イ
チ
全
図

○

○

27

28
I

椅
子
図

○

○

28

29

I
5

［
厨
の
穴
の
図
］

○

○
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通
し

題
名

存
否

備
考

番
号

巻

丁

D

1

29

32
I

浴
室
圖

○

○

30

32

E
～
3
3
オ
浴
者
の
登
る
店
の
図
／
小
桶
桜
の
葉
付
の
枝
箒
の
圖
／
焼
石
に
水
を
…
圖

○

○

31

巻
之
四

13

E

牛
肉
等
入
れ
て
吐
に
入
れ
煮
る
瓶
の
圖
／
瓶
を
の
せ
て
竈
の
内
へ
出
し
入
れ
す
る
鉄
器
の
図

○

○

32

14

I

食
盤
三
ッ
道
旦
ハ
図

○

○

33

2ー

I

カ
リ
ト
ー
ス

○

○

＊

34

2ー

E

カ
リ
パ
ー
カ

○

○

35

22

I

ヲ
リ
パ
ー
シ
カ

○

○

＊

36

22
E

［
同
］
背
面

○

○

37

23

I

カ
ミ
ゾ
ー

○

○

＊

38

23

E

［
同
］
背
面

○

○

39

24

E

フ
ハ
イ
カ
／
［
そ
の
紋
様
の
図
］

○

△

＊

40

24

E

［
同
］
背

○

○

41

25

I

ガ
ミ
ゾ

○

○

42

25

E

［
同
］
背

○

○

43

26

I

ヲ
リ
バ
シ
カ

○

○

44

26
E

［
同
］
背

○

○

通
し

巻

丁

題
名

存
否

備
考

番
号

D

1

45

27

I

シ
タ
ノ
イ

△

○

＊

46

27
E

［
同
］
背

○

○

47

28

I

シ
タ
ノ
イ
／
ビ
ラ
ス
ケ
」
ニ
ツ

○

○

＊

48

28
E

［
同
］
背

○

○

49

29

I

シ
子
リ

○

△

＊

50

29
E

［
同
］
背

△

○

＊

51

30
I

シ
タ
ノ
イ

△

○

＊

52

30

E

［
同
］
背

○

○

53

3ー

I

シ
子
リ

○

○

54

3ー

E

［
同
］
背

○

○

55

32

I

シ
タ
ノ
イ

△

○

＊

56

32
E

［
同
］
背

○

○

57

33

I

チ
ヨ
ロ
ケ
／
シ
ャ
ー
カ

○

○

58

33
E

ポ
ロ
ケ
ン
ツ
サ

○

○

59

34
I

ラ
チ
セ
ア
ラ

○

○

60

巻
之
五

6
オ

鐘
楼
圖

○

○

61

6
ウ

○

○
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通
し

存
否

備
考

番
号

巻

丁

題
名

D
1

62

9
オ

大
寺
表
面
図

○

○

＊

63

9
ウ
～
1
0
オ
同
堂
内
圖

○

○

＊

64

13

E

ア
リ
ヘ
レ
イ
大
和
尚
帝
よ
り
賜
る
冠
帽
図

○

○

65

14

E

　
　
マ
ス
轄
車
の
斗
に
人
を
乗
せ
て
旋
轄
す
る
戯
の
図

○

○

66

巻
之
六

10

E
～
1
ー
オ

［
衛
兵
立
番
の
図
］

○

○

67

15

I

龍
吐
水
に
皮
袋
を
つ
け
た
る
火
消
道
具
／
木
造
り
の
家
横
木
を
引
か
け
取
崩
す
道
具

○

○

68

3ー

E
7

［
銀
貨
中
の
十
字
］

○

○

69

33

I
ー

金
銭
［
の
大
き
さ
を
示
す
円
形
］

○

○

70

35
I

當
十
銭
／
ゼ
ニ
シ
カ
／
ス
ヱ
レ
ブ
ロ

○

○

71

巻
之
七

ー
ウ
4

［
曲
り
か
ね
の
図
］
（
欠
）

○

X

＊

72

6
オ

［
法
馬
の
図
］

○

○

73

7
ウ

ゴ
ー
シ
ケ

○

○

74

8
オ

ド
ウ
チ
カ
／
ケ
レ
プ
コ

○

○

75

8
ウ

パ
ラ
イ
カ

○

○

76

16

I

ソ
ー
ボ
リ
糊
圖

○

○

通
し

存
否

備
考

番
号

巻

丁

題
名

D

1

77

巻
之
八

18

E

ハ
ナ
レ
［
二
種
の
図
］

○

○

78

20
I

十
露
盤

○

○

79

巻
之
九

10

E
～
1
ー
オ

車
馬
図

○

○

80

13

E
～
1
4
オ
風
扇
之
図
カ
サ
ク
ル
マ

○

○

81

15

E
2

［
　
而
鞘
人
の
帽
子
の
形
の
図
］

○

○

82

巻
之
十

10

E
～
1
ー
オ

魯
西
亜
當
國
帝
夫
婦
肖
像

○

△

＊

紹

13

I

シ
ヤ
リ
図

○

○

84

14

E
～
1
5
オ風
舩
飛
走
圖

○

○

85

30

E
～
3
ー
オ

天
地
大
球
の
図

○

○

86

噛

3ー

E

［
天
象
を
示
せ
る
も
の
］

○

○

87

巻
之
十
一

3
ウ

街
衙
圖

○

○

88

5
ウ
～
6
オ
［
鉢
植
物
の
室
の
図
］

○

○

89

6
ウ

［
鉢
植
三
種
の
図
］

○

○

90

7
ウ
～
8
オ
［
異
木
の
］
圖

○

○

91

9
ウ

　
　
　
　
根
　
　
　
　
　
　
　
　
樹
蘭
書
所
載
ウ
ヲ
ル
テ
ル
ボ
ー
ム
図

○

○

92

13

E
～
1
4
オ市
中
大
戯
場
圖

○

○

93

19

I

［
ペ
ト
ル
　
バ
イ
ト
ロ
　
バ
ウ
ロ
イ
チ
王
像
］

○

○

94

25

E
～
2
6
オ
［
食
盤
上
の
小
人
の
図
］

○

○

一90一



大槻玄沢・志村弘強編『環海異聞」本文確定の基礎的M究

通
し

巻

丁

題
名

存
否

備
考

番
号

D
1

95

29

E
～
3
0
オ
ヵ
　
ナ
　
ス
　
ダ
加
那
斯
達
湊
築
出
し
の
図

○

○

96

巻
之
十
二

23

I

［
バ
ナ
ナ
の
図
］

○

○

97

24
E

［
亀
に
似
た
る
魚
の
図
〕

○

○

98

27

I

ガ
ル
カ
ル
ゼ
ル
図

○

○

99

巻
之
十
三

3
オ
4

○

○

㎜

7
オ

イ
レ
ズ
ミ
ド
ウ
ク
鯨
　
器
図

○

○

血

7
ウ

島
人
男
女
圖

○

○

皿

8
ウ
～
9
オ
マ
ル
ケ
イ
サ
嶋
舩
図

○

○

鵬

13

E

サ
ン
ペ
イ
ツ
ケ
嶋
人
男
女
図

○

○

脳

19

E
～
2
0
オ
バ
ウ
ラ
ツ
ケ
ガ
ワ
湊
圖

○

○

鵬

巻
之
十
四

12

E

［
オ
ロ
シ
ア
船
頭
部
屋
平
面
図
］

○

○

鵬

13

E
～
1
4
オ
長
崎
湊
口
図

○

○

即

14

E

魯
西
亜
國
舩
印
小
旗
図

○

○

酩

14

E
後
3

［
宝
器
の
図
］

○

○

㎜

14

E
後
2

［
笏
の
図
］

○

○

m

15

E
～
1
6
ウ
魯
西
亜
舩
入
津
図

○

○

m

17

E

魯
西
亜
人
客
舘
図

○

○

皿

24

I

ニ
コ
ラ
　
レ
サ
ノ
ツ
ト

○

○

＊

通
し

題
名

存
否

備
考

番
号

巻

丁

D

1

m
鵬

24
E
2
5
オ

○
○

○
○

聞

25
E

同
背
面

○

○

照

26

I

冠
帽
［
八
種
］

○

○

田

26
E

オ
・
ス
ト
ロ

○

○

囎
巻
之
十
五

7
ウ

［
オ
ロ
シ
イ
ア
本
領
惣
國
全
図
よ
り
の
写
し
］

○

○

m

8
ウ
～
9
オ
バ
　
イ
　
カ
　
ル
抜
乙
蛤
鹿
湖
漁
猟
圖

○

○

㎜

1ー

E
7

［
箭
の
鐵
の
図
］

○

○

皿

42

E
～
4
3
オ新
造
軍
般
圖

○

○

皿

45

E
～
4
6
オ
［
水
車
に
よ
る
製
材
所
の
図
］

○

○

鵬

67

I
4

［
光
太
夫
の
い
う
斗
の
図
］

○

○

注
（
＊
の
下
は
通
し
番
号
を
示
す
）

　
＊
1
．
A
・
1
は
〈
赤
道
〉
の
文
字
の
み
示
さ
れ
、
そ
れ
を
示
す
実
線
が
描
か
れ

　
ず
。
D
は
と
も
に
あ
り
。
　
＊
1
6
．
A
・
1
は
説
明
の
文
字
の
み
に
て
、
描
線
な
し
。

　
D
と
も
に
あ
り
。
　
＊
3
3
～
5
9
．
総
題
と
し
て
2
0
ウ
末
に
〈
漂
客
帯
来
冠
帽
衣
服

　
諸
圖
　
共
廿
八
〉
と
あ
る
。
　
＊
3
5
．
D
題
名
中
〈
ハ
〉
に
濁
点
と
半
濁
点
が
重
な
る
。

　
＊
3
7
．
D
・
1
〈
ガ
ミ
ゾ
ー
〉
。
　
＊
3
9
．
1
折
返
し
あ
り
。
（
注
－
o
v
A
・
D
な
し
。

　
＊
4
5
，
D
折
返
し
あ
り
。
A
・
1
な
し
。
　
＊
4
7
．
A
・
D
・
1
折
返
し
あ
り
。

　
＊
4
9
．
1
折
返
し
あ
り
。
A
・
D
な
し
。
　
＊
5
0
．
D
折
返
し
あ
り
。
A
・
1
な
し
。

　
か
つ
A
は
肩
掛
け
な
し
で
描
か
れ
る
。
A
に
不
審
紙
あ
り
。
　
＊
5
1
．
D
折
返
し

　
あ
り
。
A
・
1
な
し
。
　
＊
5
5
，
D
折
返
し
あ
り
。
A
・
1
な
し
。

　
＊
6
2
・
6
3
．
総
題
と
し
て
8
ウ
ー
に
く
寺
院
之
圖
V
と
あ
り
。
　
＊
7
1
．
A
図
な
く
、
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重
芳
の
貼
紙
〈
此
圖
落
乎
〉
あ
り
。
1
〈
図
欠
V
と
小
書
き
す
る
。
　
＊
8
2
，
1

2
図
と
も
に
背
景
描
か
れ
ず
。
　
＊
麗
～
鵬
．
総
題
と
し
て
2
3
ウ
に
〈
使
節
レ
サ

ノ
ツ
ト
等
之
像
／
井
　
冠
帽
諸
図
〉
と
あ
る
。

図
の
数
は
〈
序
例
附
言
〉
で
く
一
百
十
五
V
と
す
る
が
、
表
に
示
し
た
よ
う
に
小

さ
な
図
を
含
め
る
と
こ
の
数
を
上
ま
わ
る
。
又
、
愛
日
本
と
他
本
の
問
に
、
問
題

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
（
後
述
）
。

五
　
洋
字
の
問
題
　
本
文
中
、
ロ
シ
ア
文
字
や
ラ
テ
ン
文
字
の
洋
字
が
行
中
に
書

か
れ
る
場
合
、
少
な
く
と
も
愛
日
本
に
あ
っ
て
は
写
し
手
は
原
則
的
に
別
の
人
物

で
あ
っ
た
よ
う
に
看
取
さ
れ
る
。
恐
ら
く
は
多
少
洋
文
字
に
通
じ
て
い
る
人
物
が

任
に
当
た
る
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
を
掲
げ
て
み
る
と
次

表
の
よ
う
に
な
る
。
（
ル
ビ
は
問
題
の
あ
る
箇
所
の
み
表
示
、
他
は
省
略
し
て
引

用
）
。

通
し
番
号

巻
丁
行

A

D

1

備
考

1

序
列
附
言
3
3
ウ
8

〉
日
団
寅
昌
ζ
口
う
目
e

〉
日
国
＝
臼
冨
O
目
勺
↓
e

（
D
に
同
）

＊

2

34

I
ー

冨
咽
噸
＠
s
構
剖
薯
］

（
A
に
同
）

（
A
に
同
）

＊

3

〃
　
　
4
・
艮
」

電
S
櫓
融
書
伴
電

（
A
に
同
）

（
A
に
同
）

＊

4
5

巻
之
十
一
3
2
オ
7
巻
之
十
二
3
2
ウ
8

（
欠
）
騨

秀
O
＝
踏
門
Z
↓
僧
ヨ
♂
　
　
　
講

（
欠
）
H
卜

＊
＊

6

33

I
ー

か
、

弓
　
　
へ
ζ
＞
Z

ぐ
　
　
ら
口
　
　
（
虫
損
）

＊

7

巻
之
十
五
1
7
ウ
2

ぎ
o
冨
旨
亀
δ
邑
8
P
ひ
。
。
ひ
轟
”

罠
o
げ
亀
一
〇
讐
o
巳
8
ま
。
。
ひ
ム
゜

臣
o
冨
瞥
。
℃
δ
巳
8
ま
。
。
宝
◆

8

22

I
3

門
O
員
〉
〉
＝
泪
゜

「
○
昌
〉
≧
園
沖

門
○
昌
員
〉
国
戸

9

22

I
4

＝
O
切
．
門
9
目
〉
＝
泪
田
゜

＝
O
甲
門
O
昌
員
〉
＝
葛
出
゜

＝
O
ロ
ロ
門
O
員
昌
昌
＝
員
冨
゜

10

〃
　
5
／
6

（
欠
）

「

（
欠
）

11

〃
　
　
7

（
欠
）

○

（
欠
）

注

＊
1
・
2
・
3
・
5
　
原
文
縦
書
き
。
＊
2
　
第
1
字
存
疑
。
＊
4
　
A
は
ル
ビ
と
し
て
〈
コ
ロ
ン
シ
タ
ト
〉
と
あ
り
、
本
文
空
白
。

有
乎
〉
の
貼
紙
あ
り
。
D
〈
コ
ロ
ン
シ
タ
ト
〉
の
ル
ビ
と
右
表
の
ロ
シ
ア
文
字
あ
り
。
ー
ル
ビ
の
み
。
＊
6
　
A
原
文
縦
書
き
。

そ
の
箇
所
に
重
芳
に
よ
る
く
此
庭
蜜
字
可
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六
　
旧
伊
達
家
本
と
一
関
本
　
現
在
宮
城
県
図
書
館
に
蔵
さ
れ
る
旧
伊
達
家
本

は
、
前
述
の
ご
と
く
県
の
指
定
文
化
財
に
登
録
さ
れ
て
い
る
が
、
元
は
伊
達
伯
爵

家
観
瀾
閣
に
蔵
さ
れ
て
い
た
。
玄
沢
に
よ
っ
て
藩
に
提
出
さ
れ
た
原
本
の
存
否
を

確
認
で
き
ぬ
今
、
こ
の
書
は
玄
沢
上
呈
本
に
次
ぐ
書
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
一

方
、
一
関
本
は
、
近
時
の
購
入
と
い
う
が
、
大
槻
磐
渓
が
家
蔵
の
玄
沢
自
筆
不
を

写
し
て
伊
東
玄
朴
に
贈
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
一
般
的
に
み
て
、
玄
沢
自
筆
不
は
完
成
時
に
藩
に
提
出
さ
れ
、
後
、
写
し
方
と

称
さ
れ
る
専
門
家
に
よ
り
通
常
正
・
副
一
揃
い
つ
つ
が
浄
書
献
上
さ
れ
る
と
考
え

る
。
（
『
官
途
要
録
』
（
注
1
1
）
第
二
冊
に
よ
れ
ば
、
玄
沢
の
提
出
は
文
化
四
年
五
月

九
日
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
）
こ
の
流
れ
に
お
い
て
、
愛
日
本
・
旧
伊
達
家
本
は

ど
の
位
置
に
あ
り
、
又
　
関
本
に
い
う
大
槻
家
の
家
蔵
玄
沢
自
筆
不
と
、
文
化
四

年
、
藩
に
提
出
し
た
玄
沢
自
筆
本
と
は
同
一
か
否
か
、
の
検
討
が
必
要
と
な
る
。

本
文
確
定
の
為
に
は
不
可
欠
な
作
業
で
あ
ろ
う
。
な
お
筆
者
が
一
関
本
に
関
心
を

寄
せ
た
の
は
、
洋
学
者
が
洋
学
者
に
対
し
て
写
本
を
行
な
う
場
合
、
ど
の
よ
う
な

態
度
が
筆
写
に
反
映
さ
れ
る
か
を
知
り
た
か
っ
た
ゆ
え
で
あ
る
。
愛
日
本
は
全
体

的
印
象
を
一
言
で
い
え
ば
、
上
品
な
精
写
浄
書
本
で
あ
ろ
う
。
旧
伊
達
家
本
と
比

較
す
る
と
そ
の
こ
と
が
よ
り
明
白
と
な
る
。
し
か
し
両
者
は
本
文
に
関
し
て
ど
う

で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
れ
ら
の
点
を
検
討
す
る
前
に
旧
伊
達
家
本
と
一
関
本
に
つ
き
、
書
誌
を
略
記

せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
前
者
に
つ
い
て
は
濱
田
直
嗣
氏
の
報
告
書
（
注
1
2
＞
よ
り
摘
記

す
る
。
（
原
文
横
書
き
。
今
、
縦
書
き
に
変
更
し
て
引
用
）

　
　
『
環
海
異
聞
　
1
5
巻
・
首
1
巻
』
　
大
槻
玄
沢
、
志
村
弘
強
編
著
　
筆
写
本

　
　
1
6
冊
（
3
秩
）
　
伊
達
伯
観
瀾
閣
図
書
印
　
宮
城
県
図
書
館
伊
達
文
庫
印

　
　
挿
図
・
彩
色
画
（
一
部
墨
画
）
　
原
本
は
文
化
4
年
（
躍
）
夏
脱
稿
　
同
年

　
　
秋
伊
達
家
へ
献
上
（
現
存
の
伝
存
は
不
明
）
［
中
略
］
（
注
B
）
美
濃
判
　
和
装

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ

　
　
本
　
袋
綴
　
各
7
×
a
o
ヨ
　
巻
首
序
例
目
録
一
巻
　
共
1
6
巻
　
恥
図

　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
　
　
　
1

上
掲
引
用
文
の
次
に
各
巻
の
内
容
が
示
さ
れ
、
さ
ら
に
〈
特
記
事
項
〉
中
に
次
の

一
文
を
み
る
。

　
　
図
様
に
関
し
て
は
巻
十
、
巻
十
四
の
描
写
は
特
に
精
密
で
、
出
来
の
良
い
巻

　
　
と
さ
れ
る
［
中
略
］
。
な
お
、
各
巻
の
内
容
に
準
じ
て
行
数
・
文
字
数
な
ど

　
　
の
様
式
は
異
な
る
が
、
書
体
、
図
様
は
ほ
ぼ
同
種
と
見
ら
れ
、
各
一
人
、
多

　
　
く
と
も
二
人
に
よ
る
筆
写
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
「
環
海
異
聞
」
の
善
本
は
、
内
閣
文
庫
本
（
文
政
1
2
年
書
写
・
小
柴
直

　
　
裕
）
、
早
稲
田
大
学
大
槻
文
庫
本
、
大
阪
愛
日
文
庫
本
、
京
都
大
学
本
、
一

　
　
関
博
物
館
本
が
知
ら
れ
る
が
、
和
綴
じ
本
、
十
六
冊
、
彩
色
挿
絵
の
、
体
裁

　
　
も
ほ
ぼ
同
じ
な
当
宮
城
県
図
書
館
本
は
こ
れ
ら
と
比
較
し
て
も
、
遜
色
の
な

　
　
い
内
容
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
貴
重
な
存
在
と
い
え
る
。
大
槻
玄
沢
ら
が
脱

　
　
稿
し
て
間
も
な
い
文
化
3
年
秋
、
仙
台
藩
に
献
上
し
た
と
い
わ
れ
る
遺
品
の

　
　
現
存
確
認
が
で
き
な
い
現
状
に
あ
っ
て
、
伊
達
伯
爵
観
瀾
閣
図
書
に
属
し
て

　
　
い
た
当
本
は
、
献
上
本
に
次
ぐ
位
置
に
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
更

　
　
に
、
宮
城
県
内
に
現
存
す
る
「
環
海
異
聞
」
と
し
て
は
、
最
上
位
の
内
容
と

　
　
体
裁
を
保
つ
も
の
で
あ
る
。
（
以
下
略
）

補
記
す
る
が
全
十
六
冊
中
五
冊
を
除
き
、
他
は
和
紙
一
枚
を
前
後
の
保
護
表
紙
と

し
て
施
す
。
元
来
全
冊
が
そ
う
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
れ
に
直
書
き
で
書
名
を
墨
書

す
る
。
元
表
紙
は
明
る
い
茶
色
で
、
左
に
金
を
散
ら
し
た
短
冊
を
題
簸
と
し
、
書

名
を
墨
書
。
観
瀾
閣
の
印
穎
は
各
巻
首
右
に
認
め
ら
れ
る
。
残
念
な
が
ら
虫
損
が

多
数
か
つ
随
所
に
み
ら
れ
る
。
挿
図
は
き
わ
め
て
細
密
で
、
淡
彩
を
ほ
ど
こ
し
上

品
で
あ
る
。
な
お
各
冊
本
文
前
に
遊
び
紙
一
葉
を
施
す
。
さ
ら
に
な
お
、
巻
之
一

に
綴
じ
違
い
が
あ
る
（
後
代
の
も
の
か
）
。

　
一
関
本
は
、
平
成
十
九
年
特
別
展
カ
タ
ロ
グ
（
注
1
4
）
に
依
る
と
、
次
の
よ
う
に

あ
る
。

　
　
環
海
異
聞
　
大
槻
玄
沢
撰
　
紙
本
墨
書
　
手
彩
図
　
1
6
冊
　
縦
硲
　
横

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
肘
　
文
化
4
年
（
7
8
D
）
成
稿
　
［
解
説
上
略
］
こ
の
写
本
は
、
磐
渓
が
家
蔵

　
　
の
玄
沢
自
筆
本
を
写
し
て
伊
東
玄
朴
に
贈
っ
た
も
の
で
あ
る
。
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カ
タ
ロ
グ
十
四
ペ
ー
ジ
に
は
本
書
が
カ
ラ
ー
で
掲
載
さ
れ
、
十
六
冊
揃
い
全
体
と

ロ
シ
ア
皇
帝
皇
后
肖
像
の
見
開
き
、
観
覧
車
の
図
の
計
二
点
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
も
補
記
す
る
。
近
時
購
入
し
た
と
の
こ
と
で
、
す
べ
て
本
文
は
洗
浄
後

裏
付
ち
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
上
下
や
や
切
断
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
補
修
済
み
。

か
つ
巻
之
八
末
付
近
に
再
製
本
時
の
綴
じ
違
い
あ
り
。
各
冊
と
も
表
紙
は
明
る
い

紺
。
書
き
題
簸
に
て
元
来
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
各
冊
巻
首
の
ど
下
に
〈
本
姓
佐
野
」

角
田
來
口
〉
の
印
穎
を
有
す
る
。
（
末
字
不
読
）
。
全
体
を
通
し
て
行
草
体
多
く
、

末
に
従
い
草
書
的
な
字
体
が
増
加
す
る
。
全
体
か
ら
み
て
善
本
と
い
え
よ
う
。
た

だ
こ
の
一
関
本
の
最
大
の
特
徴
は
、
写
本
の
成
立
事
情
を
あ
か
す
次
の
よ
う
な
蹟

文
等
を
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
一
に
巻
十
六
末
オ
に
五
行
に
亘
り
次
の
よ
う
に

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ

　
　
右
此
環
海
異
聞
一
部
十
六
巻
伊
藤
氏
」
所
蔵
也
不
俵
有
故
為
佐
野
氏
手
罵
焉
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
年
将
晩
繁
事
之
際
故
○
書
或
至
五
十
」
紙
因
墨
痕
不
勝
見
汗
顔
々
ミ
」
鶯
窓

　
　
外
史

同
ウ
に
十
行
、
さ
ら
に
次
葉
オ
に
五
行
が
存
す
る
。
前
記
引
用
文
と
は
一
見
手
が

異
な
る
。

　
　
　
近
日
余
貧
甚
沖
齋
伊
東
君
為
出
数
十
金
壷
償
負
」
債
而
不
問
返
完
之
期

　
　
　
義
氣
暖
懐
今
世
安
得
此
人
哉
」
銘
心
之
絵
自
述
五
絶
句
以
申
謝
梱
時
中

　
　
　
元
前
二
日
也

　
　
感
泣
湧
々
欲
灘
巾
救
窮
恩
不
減
君
親
錐
刀
争
利
酒
々
」
是
膿
達
如
君
有
幾

　
　
人
」

　
　
満
街
燈
火
近
蘭
盆
奔
走
依
稀
歳
事
紛
討
鬼
今
宵
容
易
」
散
不
須
更
造
送
窮

　
　
文
」

　
　
半
生
歳
路
太
峰
蝶
今
日
縁
君
特
地
平
一
片
猶
蝕
豪
氣
」
在
山
河
萬
里
可
横

　
　
行
」
（
ウ
）

　
　
也
無
剥
啄
到
柴
門
一
枕
清
風
午
夢
閑
自
咲
先
生
窮
未
了
留
将
文
債
重
於
山
」

　
　
炎
威
漸
退
葛
衣
清
秋
動
庭
梧
葉
上
聲
ロ
ハ
合
深
肴
貧
論
」
讃
十
年
燈
火
報
君

　
　
情
蓋
此
詩
在
寧
静
闇
文
中
」

　
　
　
　
辱
愛
　
盤
渓
　
大
槻
崇
拝
草
」
（
オ
）

さ
ら
に
ウ
に
次
の
十
行
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
な

　
　
大
槻
茂
質
之
環
海
異
聞
沖
齋
伊
東
氏
之
所
藏
也
其
書
」
則
茂
質
之
手
書
其
檜

　
　
則
男
大
槻
磐
」
渓
之
所
圖
　
往
磐
」
渓
有
世
路
之
急
懇
諸
伊
東
氏
伊
東
氏
即

　
　
為
出
数
十
金
」
以
救
之
以
故
至
今
磐
渓
之
得
全
業
者
頼
猫
伊
東
氏
之
」
恩
　

　
　
後
磐
渓
返
金
而
不
受
因
贈
致
此
書
一
部
請
謝
恩
」
義
沖
齋
容
之
今
藏
伊
東
氏

　
　
此
之
故
也
予
與
沖
齋
有
故
」
獲
聞
傳
来
之
由
井
借
其
謄
爲
之
也
因
又
記
記

　
　
由
」
於
尾
亦
録
磐
渓
當
時
之
詩
以
實
其
事
而
已
　
」

　
　
安
政
乙
卯
年
春
正
月
　
　
櫻
岳
居
士
書
」
（
ウ
）

さ
て
こ
の
三
つ
の
文
章
を
ど
う
解
す
る
べ
き
か
。
配
置
の
順
、
筆
跡
の
二
点
か
ら

次
の
よ
う
に
考
え
る
。

（一

j
第
一
の
賊
文
と
第
二
・
第
三
の
後
書
と
の
二
群
に
分
け
る
が
、
す
べ
て
同

筆
と
み
る
。
第
一
の
蹟
文
は
写
し
手
本
人
の
手
が
前
面
に
出
た
ケ
ー
ス
と
考
え

る
。
（
二
）
第
一
の
蹟
文
は
伊
東
氏
所
蔵
本
の
写
し
手
（
鶯
窓
外
史
）
が
時
間
に

追
わ
れ
て
佐
野
氏
の
為
に
書
写
し
た
こ
と
を
言
う
。
従
っ
て
現
一
関
本
は
伊
東
氏

所
蔵
本
の
写
し
で
あ
る
。
（
三
）
第
二
・
第
三
の
後
書
中
、
第
二
の
詩
文
は
第
三

の
後
書
の
い
わ
ば
証
拠
で
あ
る
。
第
三
の
後
書
は
重
要
で
、
大
槻
家
家
蔵
本
（
注
葱

は
玄
沢
の
手
書
、
そ
の
息
・
磐
渓
の
図
か
ら
な
る
。
こ
の
家
蔵
本
か
ら
、
お
そ
ら

く
磐
渓
が
、
伊
東
氏
に
一
写
本
十
六
冊
を
製
し
た
と
、
筆
者
は
考
え
る
。
こ
れ
が

伊
東
氏
所
蔵
本
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
伊
東
氏
所
蔵
本
の
由
来
を
櫻
岳
居
士
が
聞

い
て
お
り
、
又
後
者
も
こ
れ
を
借
写
し
た
。
そ
の
由
を
安
政
二
年
（
一
入
五
五
）

に
誌
し
た
。
こ
の
後
書
（
第
二
・
第
三
）
は
、
伊
東
氏
本
に
誌
さ
れ
て
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
、
そ
こ
迄
を
蹟
文
に
出
る
写
し
手
、
鶯
窓
外
史
は
書
写
し
た
の
で
は

な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
別
の
考
え
方
も
存
在
す
る
だ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
か
く
推

量
し
て
お
く
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
一
関
本
は
伊
東
本
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
伊
東

本
の
写
本
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
大
槻
家
家
蔵
本
の
面
影
を
と
ど
め
て
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い
る
点
で
重
要
な
写
本
で
あ
る
。

七
　
本
文
の
異
同
　
さ
て
、
も
っ
と
も
肝
要
で
あ
る
本
文
だ
が
、
そ
こ
に
は
ど
の

よ
う
な
問
題
が
潜
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
具
体
的
な
異
同
は
ど
う
で

あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
巻
之
八
に
つ
き
、
例
示
す
る
。
（
注
1
6
）
愛
日
本
を
基
準
と

し
、
旧
伊
達
家
本
（
D
）
、
一
関
本
（
1
）
と
対
比
す
る
と
本
節
末
の
別
表
の
よ

う
に
な
る
。

　
本
文
確
定
上
、
も
っ
と
も
問
題
と
な
る
の
は
同
欠
文
あ
る
い
は
項
目
の
欠
落
で

あ
ろ
う
。
通
し
番
号
4
9
の
愛
日
本
に
お
け
る
欠
落
は
、
献
上
本
原
本
か
ら
公
式
に

書
写
さ
れ
た
際
、
意
図
的
に
な
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
逆
に
、
愛
日
本
が
〈
仙
墓

君
〉
が
見
た
で
あ
ろ
う
本
に
極
め
て
近
い
写
本
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
と
も
と
れ

る
。
一
方
、
7
1
の
場
合
は
D
に
の
み
存
し
、
愛
日
本
・
1
に
欠
落
し
て
い
る
理
由

は
わ
か
ら
な
い
。
語
彙
集
の
最
后
の
位
置
に
あ
る
こ
と
、
部
門
分
け
に
こ
の
項
目

が
あ
わ
な
い
こ
と
、
直
前
の
グ
ル
ー
プ
が
日
本
語
に
ロ
シ
ア
語
の
順
で
立
項
す
る

の
に
対
し
、
そ
の
逆
の
立
項
で
あ
る
点
か
ら
み
て
、
後
に
巻
之
七
の
本
文
中
か
ら

拾
い
あ
げ
て
加
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
（
な
お
内
閣
本
（
函
架
番
号

二
七
一
・
七
）
に
あ
る
が
、
早
大
大
槻
本
に
は
な
い
）
。
大
槻
の
原
本
に
は
本
来
存

在
し
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
上
記
㈲
ほ
ど
重
要
性
が
な
い
も
の
と
し
て
、
㈲
主
要
部
分
以
外
の
脱
落
、
こ
れ

に
含
め
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
勧
ル
ビ
の
脱
落
が
あ
り
、
こ
れ
ら
に
は
恣
意
性
が

感
じ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
単
純
な
も
の
と
し
て
㈲
軽
微
な
変
更
、
回
ス
ペ
ー
ス
の
誤

認
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
例
を
通
し
番
号
で
示
せ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
㈲
1
・
2
・
4
2
・
4
3
・
4
7
・
4
9
・
5
2
・
6
3
・
6
4
　
団
8
・
2
2
　
㈹
3
8

　
　
－
Q
ゾ
　
　
2

　
　
e
　
　
　
　
●

　
　
ー
【
0
　
　
ρ
0

　
次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
数
量
の
点
で
多
く
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
ω
半
濁
点
・

濁
点
の
混
同
、
お
よ
び
㈲
清
・
濁
音
表
記
の
異
な
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
当
時
の

日
本
語
表
記
の
ル
ー
ス
さ
と
、
対
象
が
未
知
の
外
国
語
で
あ
る
こ
と
に
起
因
す
る

不
可
避
的
現
象
と
い
え
よ
う
。
次
の
よ
う
に
多
数
に
の
ぼ
る
。

　
　
）
　
3
5
9
1
3
4
8
0
1

　
　
α
6
．
1
．
1
．
1
．
2
．
2
．
2
．
2
．
3
．
3
．

　
　
5
6
・
5
7
・
5
8
・
6
7
・
6
8
・
7
0
　
㈲
1
4
・
1
6
・
1
7
・
2
0
・

　
　
ρ
0
　
　
8
　
　
1
　
　
3
　
　
5
　
　
0
　
　
0

　
　
4
　
　
4
　
　
「
D
　
　
反
」
　
　
「
D
　
　
だ
0
　
　
7

25

29

33

37

38

54

　
第
三
の
問
題
は
㈲
字
形
の
相
似
に
よ
る
混
同
・
誤
写
で
あ
り
、
巻
之
八
の
場

合
、
ロ
シ
ア
語
表
記
に
用
い
ら
れ
る
片
仮
名
で
の
ケ
ー
ス
が
目
立
つ
。
例
　
ロ
／

コ
（
通
し
番
号
4
）
、
ス
／
フ
（
5
）
、
　
コ
／
ク
（
9
）
、
テ
／
ラ
（
1
1
・
2
2
・

4
1
・
6
1
・
6
5
・
6
6
）
、
ツ
／
ワ
（
1
2
）
、
ク
／
タ
（
1
3
・
4
4
）
、
ナ
／
チ
（
1
8
）
、
ラ

／
ウ
（
2
3
）
、
テ
／
ケ
（
2
7
）
、
ツ
／
フ
（
3
4
）
、
ソ
／
ツ
（
3
6
）
、
ウ
／
ワ
（
4
5
・

5
2
）
、
二
／
ヒ
（
5
0
）
、
テ
／
チ
（
6
9
）
、
子
／
と
（
3
2
）

こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
、
ω
く
ず
し
字
に
起
因
す
る
異
な
り
（
3
9
・
7
3
）
が

あ
る
。
さ
ら
に
、
最
終
的
に
は
同
一
と
認
め
て
よ
い
漢
字
に
お
け
る
ω
同
字

（
1
0
・
2
2
・
7
2
）
あ
る
い
は
一
種
の
異
体
字
（
3
5
）
の
ケ
ー
ス
、
仮
名
に
お
け
る

㈲
片
仮
名
・
平
仮
名
の
変
更
（
2
6
・
4
0
）
が
あ
る
。
以
上
、
第
二
の
問
題
以
降
、

ロ
シ
ア
語
を
扱
う
と
い
う
本
書
の
性
格
上
、
注
意
を
要
す
る
の
は
ω
㈹
ω
で
あ

る
。　
巻
之
八
以
外
に
つ
き
、
若
干
本
文
に
か
か
わ
る
問
題
を
取
り
上
げ
て
お
き
た

い
。
語
句
に
関
す
る
も
の
と
し
て
、
〈
序
例
附
言
＞
3
5
ウ
4
に
で
る
〈
張
三
李
四
〉

を
〈
朝
三
暮
四
〉
と
誤
ま
る
写
本
が
存
す
る
が
（
注
レ
）
、
本
文
確
定
作
業
上
論
外

と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
本
書
で
は
方
言
に
言
及
す
る
条
も
多
い
が
、
こ
こ
で
は

方
言
と
明
記
せ
ず
本
文
に
紛
れ
込
ん
で
い
る
例
を
紹
介
し
た
い
。
巻
之
九
の
う
ち

馬
車
の
車
輪
を
説
明
す
る
文
中
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
（
愛
日
本
に
よ
る
。
7
オ
）

　
　
前
な
る
小
輪
ハ
後
輪
の
半
分
程
あ
り
此
小
輪
に
付
き
て
上
の
方
に
つ
く
出

　
　
て
有
り
其
つ
く
三
ッ
一
ッ
だ
け
は
上
へ
向
ふ
な
り
こ
れ
故
其
車
輪
下
タ
へ
落

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ュ
モ
ク
ナ
リ

　
　
着
ク
所
ハ
後
の
大
輪
と
同
等
に
な
る
也
扱
つ
く
の
上
ハ
撞
木
形
の
う
で
木
あ

　
　
り
て
是
を
前
な
る
馬
の
胸
の
前
へ
施
す

又
こ
の
続
き
の
末
の
条
に
こ
う
あ
る
。
（
9
ウ
）
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又
前
の
車
輪
を
一
ッ
に
し
て
小
ク
し
た
る
ハ
直
行
し
た
る
車
右
往
か
左
往
か

　
　
に
横
に
め
ぐ
ら
さ
ん
と
す
る
時
つ
く
の
所
の
旋
韓
に
よ
り
て
自
由
を
な
す

　
　
様
に
工
夫
し
た
る
物
と
見
ゆ

上
記
引
用
文
中
に
現
わ
れ
る
「
つ
く
」
の
語
は
、
大
友
喜
作
校
訂
本
が
採
用
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぢ
く

「
ぢ
く
」
で
あ
ろ
う
。
校
訂
注
が
な
く
詳
細
は
不
明
だ
が
、
「
軸
」
の
誰
り
、
す
な

わ
ち
方
三
口
形
で
あ
る
と
考
え
る
。
石
井
研
堂
校
訂
本
系
の
諸
本
は
、
ほ
と
ん
ど
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず
く

形
「
つ
く
」
を
採
用
し
て
い
る
。
池
田
晧
現
代
語
訳
で
は
「
銑
」
を
あ
て
、
こ
れ

を
参
照
し
た
も
の
か
ゴ
レ
グ
リ
ャ
ー
ド
の
ロ
シ
ア
語
訳
本
窪
－
8
）
は
〈
‘
苓
k
臣
窒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず
く

O
o
畠
壁
盃
〉
の
訳
語
を
用
い
る
。
「
銑
」
は
普
通
、
銑
鉄
を
言
う
が
、
こ
こ
で
は

銑
鉄
製
の
部
品
を
意
味
す
る
と
解
し
た
と
み
ら
れ
、
ロ
シ
ア
語
訳
は
ま
さ
に
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
く

意
の
語
を
用
い
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
で
の
「
つ
く
」
目
「
軸
」
は
、
小
車
輪
と

車
体
を
つ
な
ぐ
支
柱
の
意
で
あ
り
、
広
義
の
「
軸
木
」
を
言
う
と
解
さ
れ
る
。

（
1
0
ウ
～
1
ー
オ
〈
車
馬
図
〉
を
参
照
せ
よ
）
。
上
記
引
用
文
は
恐
ら
く
大
槻
に
よ
る

巻
之
八
対
校
表

記
述
と
み
な
せ
る
が
、
初
め
に
「
つ
く
」
の
語
を
発
し
た
者
が
漂
流
民
か
、
大
槻

か
。
少
な
く
と
も
後
者
は
方
言
と
了
解
し
た
上
で
の
記
述
か
、
あ
る
い
は
特
殊
な

タ
ー
ム
と
し
て
誤
認
し
た
上
で
の
錯
誤
か
。
後
世
の
校
訂
者
も
こ
れ
を
尊
重
し
た

の
か
、
不
明
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
発
音
の
誰
り
と
み
る
。

　
今
ひ
と
つ
言
及
す
べ
き
は
、
元
来
原
本
に
お
い
て
書
か
れ
て
い
な
か
っ
た
箇
所

が
存
在
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
の
典
型
例
は
巻
之
九
・
2
9
オ
3
〈
一
　
ガ
ラ

フ
の
服
飾
ハ
上
へ
に
無
地
何
色
羅
紗
の
［
…
］
〉
。
〈
色
〉
字
の
上
の
文
字
が
空
白
に

な
っ
て
い
る
。
右
に
小
さ
く
別
筆
で
〈
何
〉
と
あ
る
の
は
、
筆
写
後
の
校
正
者
に

よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
恐
ら
く
原
本
に
お
い
て
空
白
に
な
っ
て
い
た
も
の

と
推
量
さ
れ
、
失
念
か
あ
る
い
は
質
問
せ
ず
に
あ
っ
て
後
考
を
侯
っ
て
一
字
あ
け

て
お
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
本
文
確
定
作
業
の
際
、
元
来
空
格
が
あ

る
場
合
も
あ
っ
た
こ
と
は
念
頭
に
入
れ
て
お
く
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
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6　　5　　4　　3　　2　　1
番通

?ｵ
3　　3　　〃　　1　　〃　　1

E　　オ　　8　ウ　　8　オ
P　8　上　　7　　　　7
縺@下　　　　中

丁
そ
テ
段

ポ　オ　ザ　オ　ナ　ナ
п@　ス　　カ　ロ　　’

c　　ト　タ　ニ
d　ロ　子
A

愛
日
本

ボ　オ　ザ　オ　ナ　ナ
п@　フ　　カ　　コ

b　　ト　タ　ニ
d　　ロ　　ヨ

A

D

ボ　オ　ザ　オ　ナ　ナ
п@　ス　　カ　　ロ　　’

b　　ト　タ　ニ
d　ロ　子
A

1

D
消
し
あ
と
あ
り

備
考
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通
し
番
号

丁
・
行
・
段

愛
日
本

D

1

備
考

7

〃
1
下

ヱ
ノ
ス
タ
ン
ノ

ヱ
ノ
フ
タ
ロ
ノ

ヱ
ノ
ス
タ
ン
ノ

D
虫
損

8

7
オ
8

果
し

ハ
タ
果
し

果
し

9

8
ウ
6

モ
　
ン
　
コ
蒙
古

モ
ン
ク
蒙
古

モ
ン
　
コ
家
古

10

9
オ
ー

デ
弟
［
…
］

デ
第
［
…
］

デ
弟
［
…
］

11

13

I
5
上

オ
ラ
ツ

オ
テ
ツ

オ
ラ
ツ

12

〃

　
O
オ
セ
イ
ツ

　
O
オ
セ
イ
ワ

オ
セ
イ
ワ

13

14

I
5
上

ポ
ロ
ク
ス
ケ

ボ
ロ
タ
ス
ケ

ボ
ロ
ク
ス
ケ

D
「
ボ
」
の
濁
点
「
込
」

14

14

E
3
上

サ
ウ
タ

サ
ウ
ダ

サ
ウ
ダ

15

〃
7
上

カ
ベ
タ
ン

カ
ペ
タ
ン

カ
ペ
タ
ン

16

15

I
3
上

コ
ー
ハ

ゴ
ー
ハ

ゴ
ー
ハ

17

〃
7
上

ソ
ー
パ

ゾ
ー
パ

ソ
ー
パ

18

〃
8
中

シ
ペ
チ

シ
ペ
ナ

シ
ペ
チ

19

15

E
3
上

ビ
ヨ
ー
ス
ト

ピ
ョ
ー
ス
ト

ビ
ョ
ー
ス
ト

20

16

I
6
下

サ
プ
ロ
ー
ト
ー

ザ
プ
ロ
ー
ト
ー

サ
プ
ロ
ー
ト
ー

21

〃
7
下

パ
ニ
ヤ

バ
ニ
ヤ

バ
ニ
ヤ

22

〃
8
中

席
　
ボ
ス
ラ
イ
シ
キ
モ
ノ

席
　
　
ボ
ス
テ
イ
シ
キ
モ
ノ

席
　
　
ボ
ス
テ
イ
シ
キ
モ
ノ

23

16

E
7
中

ペ
レ
ツ
ワ

ベ
レ
ツ
ワ

ペ
レ
ツ
ワ

24

17

I
ー
上

パ
ロ
ス

バ
ロ
ス

バ
ロ
ス

一　97一



通
し
番
号

丁
・
行
・
段

愛
日
本

D

1
噛

備
考

25

〃
中

橿
ホ
バ
シ
ラ

橋
ホ
ハ
シ
ラ

槁
ホ
バ
シ
ラ

26

17

E
2
中
双
行
左
［
…
］
チ
カ
と

［
…
］
チ
カ
ト

［
…
］
チ
カ
と

27

17

E
3
上

ゴ
ー
シ
テ

ゴ
ー
シ
ケ

ゴ
ー
シ
ケ

28

〃
6
下

バ
ラ
カ

バ
ウ
カ

パ
ラ
カ

29

19

I
3
双
行
右

潮

細

鋤

30

〃
4
中

キ
リ
ベ
イ
シ

キ
リ
ペ
イ
シ

キ
リ
ペ
イ
シ

31

〃
5
中

ベ
イ
チ

ペ
イ
チ

ベ
イ
チ

32

20

E
ー

用
に

用
と

用
に

33

22

I
3
上

ワ
リ
イ
ノ
ア
レ
ハ

ワ
リ
イ
ノ
ア
レ
バ

ワ
リ
イ
ノ
ア
レ
バ

34

〃
5
上

サ
ツ
タ
ラ
ガ

サ
フ
タ
ラ
ガ

サ
フ
タ
ラ
ガ

35

22

E
2
中

禾

木

禾

36

〃
下

ソ
ウ
ヱ
ト
ー
カ

ツ
ウ
ヱ
ト
ー
カ

ソ
ウ
ヱ
ト
ー
カ

37

23

I
5
下

ゴ
ル
ポ
ー
カ

ゴ
ル
ボ
ー
カ

ゴ
ル
ボ
ー
カ

38

23

E
ー
中

子
．
ケ
レ
ブ
コ

子
．
ケ
レ
プ
コ

子
、
ケ
レ
プ
コ

39

23

E
5
中
双
行
右前
又

若
又

前
又

40

〃
双
行
左

ホ
ロ
シ
ョ
イ
と

ホ
ロ
シ
ヨ
イ
ト

ホ
ロ
シ
ヨ
イ
と

41

23

E
8
上

チ
ヤ
ラ
レ
．

チ
ヤ
テ
レ
．

チ
ヤ
テ
レ
，

42

24

I
4
下

ウ
　
　
ヱ
ウ
ィ
ツ
ソ
ー
カ

ウ
　
　
エ
ウ
ィ
ツ
ソ
ー
カ

ウ
ヱ
ツ
ソ
ー
カ
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大槻玄沢・志村弘強編『環海異聞』本文確定の基礎的研究

通
し
番
号

丁
・
行
・
段

愛
日
本

D

1

備
考

43

〃
6
下

プ
ピ
ラ
マ

プ
ピ
ラ
マ

ピ
ラ
マ

44

〃
8
上

ス
ク
ワ
ル

ス
タ
ワ
ル

ス
タ
ワ
ル

45

〃
8
下

子
ザ
ボ
ウ
イ

子
　
ザ
ボ
ワ
イ

子
　
ザ
ボ
ウ
イ

46

24

E
4
下

ス
ワ
ツ
ハ

ス
ワ
ツ
バ

ス
ワ
ツ
ハ

47

〃
5
上
双
行
右

将
接

将
レ
接

将
接

48

〃

タ
イ
ハ
貸
せ

ダ
イ
ハ
貸
セ

タ
イ
ハ
貸
セ

49

〃
左

（
欠
）

50

25

I
5
上

バ
ラ
ヒ
ウ

バ
ラ
ニ
ウ

パ
ラ
ヒ
ウ

51

〃
6
上

ス
ポ
カ
ル

ス
ポ
ガ
ル

ス
ポ
ガ
ル

52

25

E
4
上

・
ド
ロ
ウ

ド
ロ
ワ

ド
ロ
ウ

53

〃
8
中

ル
ー
ヒ
ー

ル
ー
ビ
ー

ル
ー
ヒ
ー

54

26

I
ー
上

ポ
ル
ノ

ポ
ル
ノ

ポ
ル
ノ

55

〃
2
双
行
右

イ
モ
カ
ホ
花
面

イ
モ
ガ
ホ
花
面

イ
モ
カ
ホ
花
面

56

〃
3
上

ゴ
ノ
ワ
ポ
ル
ノ

ゴ
ノ
ワ
ボ
ル
ノ

ゴ
ノ
ワ
ポ
ル
ノ

57

ク
4
中

ポ
リ
ノ

ボ
リ
ノ

ボ
リ
ノ

58

〃
7
中

ポ
ラ
ゴ
タ
リ
ヨ

ボ
ラ
ゴ
タ
リ
ヨ

ポ
ラ
ゴ
タ
リ
ヨ

59

26

E
ー
上

モ
イ
ポ
タ
レ

モ
イ
　
ポ
タ
レ

モ
イ
ポ
タ
レ

60

〃
7
双
行
右

篶

郷

郷
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通
し
番
号

丁
・
行
・
段

愛
日
本

D

1

備
考

61

〃
8
上

ゴ
シ
ラ

ゴ
シ
テ

ゴ
シ
テ

62

27

I
ー
下

チ
ョ
ワ
ス
タ
イ

チ
ョ
ワ
　
ス
タ
イ

チ
ョ
ワ
ス
タ
イ

6
3
6
4

〃
6
上
2
7
ウ
2
双
行
右

ウ
イ
ナ
咄

が
訂
2

6
5
6
6
6
7
6
8
6
9

〃
4
下
〃
ρ
0
〃
8
上
〃
8
下
2
8
ウ
2

ラ
ー
ゴ
ー
レ
ス
モ
ラ
レ
ル
な
せ
ポ
シ
ト
ウ
ゼ
イ
ラ
イ
チ

テ
ー
ゴ
ー
レ
ス
モ
テ
レ
ル
な
ゼ
ボ
シ
ト
ウ
ゼ
イ
ラ
イ
テ

テ
ー
ゴ
ー
レ
ス
モ
テ
レ
ル
な
ゼ
ポ
ン
ト
ウ
ゼ
イ
ラ
イ
テ

70

〃
5
下

ヒ
オ
ロ
ブ
ノ

ヒ
オ
ロ
ブ
ノ

ヒ
オ
ロ
フ
ノ

71

29

I
3

（
欠
）

ポ
マ
タ
髪
に
付
る
油
也

（
欠
）

72

30

I
6

質
聞

質
問

質
問

73

30

E
6

覚
へ
け
る

覚
へ
来
る

覚
へ
来
る

一100一

八
　
三
本
の
比
較
と
各
本
の
特
徴
　
愛
日
本
（
A
）
・
旧
伊
達
家
本
（
D
）
・
一
関

本
（
1
）
に
つ
き
、
冊
数
・
各
冊
の
丁
数
、
播
図
の
有
無
と
相
違
、
洋
字
の
問
題
、

本
文
の
異
同
等
を
検
討
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
の
表
お
よ
び
注
に
示

し
た
よ
う
な
結
果
を
得
た
。
こ
こ
で
は
細
部
に
わ
た
る
議
論
は
割
愛
し
、
総
合
的

な
観
点
か
ら
三
本
を
比
較
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
各
本
の
特
徴
が
浮
上
す
る
。

　
愛
日
本
（
A
）
は
『
環
海
異
聞
』
成
立
の
翌
年
に
〈
仙
基
君
〉
よ
り
下
賜
さ
れ

た
本
で
あ
り
、
さ
ら
に
き
わ
め
て
保
存
が
よ
い
。
こ
れ
ら
は
特
筆
に
値
す
る
。
恐

ら
く
、
大
槻
玄
沢
が
藩
に
提
出
し
た
原
本
か
ら
藩
の
し
か
る
べ
き
書
写
方
の
写
し

で
あ
り
、
従
っ
て
字
様
が
そ
れ
風
に
な
っ
て
い
る
。
図
も
丁
寧
・
細
密
に
模
写
さ

れ
、
完
備
す
る
。
た
だ
し
、
本
文
中
や
小
図
に
若
干
の
、
時
に
は
意
図
的
、
時
に

は
不
注
意
な
欠
落
を
有
す
る
。
旧
伊
達
家
本
（
D
）
は
、
保
存
が
良
け
れ
ば
、
三

本
中
最
も
重
要
な
写
本
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
玄
沢
提
出
時
の
原
本
に
や
や
後
の
加
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筆
が
認
め
ら
れ
る
（
注
1
9
）
。
諸
家
が
指
摘
す
る
よ
う
に
播
図
は
圧
巻
で
、
描
線
・

彩
色
も
み
ご
と
だ
が
、
こ
と
に
人
物
の
目
が
活
写
さ
れ
て
い
る
点
は
魅
力
で
あ

る
。
残
念
な
が
ら
全
体
に
虫
損
が
激
し
く
、
お
う
お
う
に
し
て
本
文
に
か
か
る
の

が
、
大
き
な
難
点
で
あ
る
。
一
関
本
（
1
）
は
『
環
海
異
聞
』
の
周
辺
事
情
の
一

斑
を
明
ら
か
に
す
る
。
か
つ
又
、
本
文
・
図
等
の
諸
点
に
お
い
て
、
全
体
と
し
て

愛
日
本
に
近
い
。
恐
ら
く
玄
沢
呈
上
の
原
本
の
控
え
と
も
考
え
ら
れ
、
そ
う
で
あ

れ
ば
、
間
接
的
に
愛
日
本
の
特
徴
を
考
慮
す
る
上
で
の
証
左
と
も
な
る
写
本
で
あ

る
。九

　
ま
と
め
と
し
て
　
前
述
し
た
よ
う
に
、
三
本
と
も
全
冊
に
お
い
て
毎
半
数
末

の
文
字
は
一
致
す
る
。
こ
の
点
か
ら
し
て
も
、
玄
沢
が
藩
に
提
出
し
た
原
本
の
体

裁
は
、
全
冊
美
濃
判
に
し
て
、
〈
序
列
附
言
〉
一
巻
、
巻
之
一
か
ら
同
十
五
ま
で

本
文
十
五
巻
、
各
巻
に
一
冊
を
あ
て
、
計
十
六
冊
で
一
揃
い
で
あ
っ
た
ろ
う
。
毎

半
葉
八
行
取
り
。
播
図
は
公
的
に
〈
一
百
十
五
〉
図
（
注
2
0
）
。
本
文
字
様
は
誤
読

を
恐
れ
割
合
平
易
な
字
体
を
選
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
未
処
理
の
箇
所
を

ご
く
少
数
含
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
結
論
的
に
は
大
局
的
に
み
て
三
本
に
あ
っ
て
は
本
文
中
、
文
意
を
大
き
く
左
右

す
る
異
文
は
存
し
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。
本
文
確
定
作
業
に
際
し
て
は
、
愛
日
本

と
旧
伊
達
家
本
が
第
一
の
資
料
と
な
る
。
な
お
、
例
え
ば
巻
之
十
に
存
す
る
〈
魯

西
亜
當
國
帝
夫
婦
肖
像
〉
の
画
質
、
換
言
す
れ
ば
出
来
具
合
の
良
さ
は
、
本
文
の

質
の
良
さ
と
は
一
線
を
画
し
て
扱
う
べ
き
判
定
基
準
で
あ
ろ
う
。
多
数
の
写
本
間

で
の
比
較
検
討
に
あ
っ
て
は
、
ひ
と
つ
の
有
力
な
目
安
と
な
る
こ
と
は
否
め
な
い

が
、
善
本
間
に
お
い
て
は
慎
重
に
と
り
扱
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
、
流
布
に
関
し
一
言
述
べ
た
い
。
成
立
後
間
も
な
く
堀
田
正
敦
に
貸
し

出
さ
れ
た
（
注
a
）
『
環
海
異
聞
』
は
、
愛
日
本
系
の
も
の
な
の
か
、
旧
伊
達
家
本

系
の
も
の
な
の
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
伊
達
家
・
大
槻
家
・
堀
田
家
に
存
し
た
写

本
か
ら
、
さ
ら
に
筆
写
さ
れ
て
巷
間
に
広
が
っ
た
と
覚
し
く
、
概
し
て
二
種
に
大

別
さ
れ
る
写
本
が
流
布
し
た
で
あ
ろ
う
。

　
本
稿
で
は
、
『
環
海
異
聞
』
の
本
文
確
定
に
関
し
、
愛
日
本
が
果
す
べ
き
重
要

な
役
割
に
つ
き
、
基
礎
的
な
デ
！
タ
を
提
供
し
え
た
と
考
え
る
。
よ
っ
て
現
在
に

あ
っ
て
は
、
最
良
の
本
文
を
得
る
た
め
に
は
、
愛
日
本
を
中
心
に
据
え
、
こ
れ
と

旧
伊
達
家
本
を
対
校
し
つ
つ
作
業
を
進
め
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

注
－
，

2
．

3
．

4
．

5
．76

『
図
書
総
目
録
』
に
よ
れ
ば
五
十
セ
ッ
ト
以
上
伝
存
。
な
お
、
中
村
喜
和
〈
環
海
異
聞
の
中

の
人
情
　
北
嵯
聞
略
と
比
較
し
て
み
て
〉
（
「
な
ろ
う
ど
」
五
八
号
、
二
〇
〇
九
年
四
月
）
、

亀
井
高
孝
〈
足
利
学
校
本
『
環
海
異
聞
』
に
つ
い
て
〉
（
『
葦
薦
葉
の
屑
籠
」
、
時
事
通
信
社
、

昭
和
四
四
年
）
を
参
照
。
さ
ら
に
滝
沢
馬
琴
が
『
環
海
異
聞
』
を
読
ん
で
い
た
こ
と
に
つ

い
て
は
、
杉
本
つ
と
む
『
馬
琴
、
滝
沢
碩
吉
と
そ
の
言
語
生
活
』
（
至
文
堂
、
平
成
一
七
年
〉

を
見
よ
。

今
日
迄
の
本
文
翻
刻
本
等
主
な
も
の
に
つ
い
て
は
参
考
文
献
A
を
見
よ
。
な
お
注
5
海
野

論
文
中
に
主
な
翻
刻
に
つ
き
要
領
を
得
た
対
照
表
あ
り
。

函
架
番
号
、
前
者
囚
】
）
卜
。
㊤
甲
尋
7
一
〇
山
～
一
〇
、
後
者
カ
タ
ロ
グ
（
注
1
4
を
見
よ
）
番
号

鵬
。
参
考
文
献
A
で
示
し
た
諸
書
の
解
説
、
こ
と
に
池
田
晧
〈
序
文
〉
〈
解
題
〉
を
見
よ
。
又
、

石
山
洋
〈
『
環
海
異
聞
』
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
1
大
槻
玄
沢
の
海
外
事
情
研
究
の
一
駒
〉
（
参

考
文
献
B
2
所
収
〉
、
さ
ら
に
羽
仁
五
郎
訳
註
『
ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
日
本
紀
行
』

上
・
下
（
駿
南
社
、
昭
和
六
年
）
を
見
よ
。

海
野
一
隆
〈
『
環
海
異
聞
』
の
知
ら
れ
ざ
る
善
本
〉
（
『
東
洋
地
理
学
史
研
究
日
本
篇
」
、
清
文

堂
、
二
〇
〇
五
年
）
。
初
出
は
「
日
本
古
書
通
信
」
六
〇
巻
一
〇
、
＝
号
、
一
九
九
五
年
。

木
崎
好
尚
『
愛
日
文
庫
図
書
目
録
』
（
大
正
八
年
）
で
の
番
号
。

　
　
し
げ
か
た

大
槻
茂
質
（
宝
暦
七
（
一
七
五
七
）
1
文
政
十
二
（
一
八
二
七
）
）
は
、
仙
台
藩
医
臣
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ろ
ゆ
き

て
蘭
学
者
。
通
称
、
玄
沢
、
号
、
盤
水
ほ
か
。
志
村
弘
強
（
明
和
八
（
｝
七
六
九
）
ー
弘

化
二
（
一
八
四
五
）
）
は
仙
台
藩
儒
臣
。
養
賢
堂
副
学
頭
兼
藩
主
侍
講
。
通
称
、
篤
治
、
号
、

蒙
庵
ほ
か
。
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8
．
筆
者
未
確
認
。
末
中
哲
夫
・
楚
上
衛
『
愛
日
文
庫
目
録
』
（
大
阪
市
立
愛
日
小
学
校
愛
日
教

　
　
育
会
、
昭
和
六
…
年
）
に
よ
る
。

9
．
原
本
横
書
き
二
段
。
〈
ヨ
o
『
噛
〉
は
オ
ラ
ン
ダ
語
で
は
な
く
日
本
語
の
〈
目
次
〉
を
ロ
ー
マ
字

　
　
風
に
綴
っ
た
も
の
の
省
略
か
。
〈
国
5
α
゜
V
は
い
う
ま
で
も
な
く
オ
ラ
ン
ダ
語
。

1
0
．
こ
こ
で
は
衣
服
の
仕
立
て
を
示
す
為
、
必
要
部
分
を
展
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
仕
掛
け
。

1
1
．
杉
本
つ
と
む
編
『
大
槻
玄
沢
集
1
』
（
早
稲
田
大
学
蔵
資
料
影
印
叢
書
　
洋
学
編
　
第
4
巻
、

　
　
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
九
四
年
）
に
よ
る
。
参
照
、
吉
田
厚
子
〈
大
槻
玄
沢
『
環
海

　
　
異
聞
一
と
北
方
問
題
〉
「
日
蘭
学
会
会
誌
」
第
1
4
巻
第
2
号
、
一
九
九
〇
年
三
月
。

1
2
．
濱
田
直
嗣
〈
環
海
異
聞
、
奥
州
名
所
図
会
、
仙
台
東
照
宮
御
祭
礼
図
、
仙
台
藩
美
術
資
料

　
　
等
に
つ
い
て
〉
（
「
平
成
1
6
年
度
宮
城
県
図
書
館
貴
重
資
料
専
門
調
査
報
告
書
」
、
二
〇
〇
七

　
　
年
。
筆
者
注
、
書
名
の
ル
ビ
は
省
略
）
、
又
、
次
も
参
照
せ
よ
、
内
馬
場
み
ち
子
〈
伊
達
文

　
　
庫
蔵
『
環
海
異
聞
』
の
も
の
が
た
り
！
資
料
の
価
値
再
発
見
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ー
〉

　
　
「
叡
知
の
杜
」
第
6
号
、
宮
城
県
図
書
館
　
二
〇
〇
九
年
。

1
3
．
こ
の
箇
所
に
〈
「
図
書
総
目
録
」
宮
城
県
図
書
館
本
で
は
手
島
惟
敏
写
と
あ
る
。
〉
の
記
述

　
　
が
あ
る
が
、
誤
認
で
あ
ろ
う
。
手
島
は
宮
内
庁
書
陵
部
九
冊
本
の
写
し
手
。

1
4
．
「
大
槻
玄
沢
生
誕
獅
年
　
Ω
国
Z
↓
〉
囚
¢
～
近
代
科
学
の
扉
を
開
い
た
人
」
一
関
市
博
物
館
、

　
　
平
成
十
九
年
九
月
。

1
5
．
こ
の
大
槻
家
家
蔵
本
が
、
現
在
複
数
存
す
る
旧
大
槻
本
の
ど
れ
に
あ
た
る
の
か
、
あ
る
い

　
　
は
伝
存
し
な
い
の
か
、
残
念
な
が
ら
未
詳
で
あ
る
。

1
6
．
杉
本
つ
と
む
他
上
掲
書
〈
底
本
（
内
閣
文
庫
本
）
〉
と
〈
大
槻
本
〉
の
比
較
〉
以
下
も
参
照

　
　
せ
よ
。

1
7
．
大
友
校
訂
本
、
宮
崎
編
石
井
校
訂
本
に
み
ら
れ
る
。
な
お
池
田
晧
〈
序
文
〉
参
照
。

1
8
．
参
考
文
献
A
8
。

1
9
．
こ
れ
が
元
来
玄
沢
に
よ
る
も
の
か
否
か
も
不
明
。
し
か
し
お
そ
ら
く
成
立
後
ま
も
な
く
な

　
　
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

2
0
．
『
官
途
要
録
』
に
よ
れ
ば
、
松
原
右
仲
・
山
村
才
助
。
参
照
、
岡
村
千
曳
〈
忘
れ
ら
れ
た
銅

　
　
版
画
家
松
原
右
仲
〉
（
『
紅
毛
文
化
史
話
」
創
元
社
、
昭
和
二
八
年
）
、
鮎
沢
信
太
郎
『
山
村

　
　
才
助
」
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
三
四
年
。
後
者
に
言
及
あ
り
。

2
1
．
吉
田
上
場
論
文
参
照
。

参
考
文
献
（
＊
注
で
掲
げ
た
も
の
は
再
掲
し
な
い
）

　　　　　A6543217
．

8
．

B
l
．

　　C321432
石
井
研
堂
『
校
訂
漂
流
奇
談
全
集
』
博
物
館
、
明
治
三
十
三
年

大
友
喜
作
『
環
海
異
聞
』
（
北
門
叢
書
第
四
冊
）
北
光
書
房
、
昭
和
十
九
年

宮
崎
栄
一
編
『
環
海
異
聞
』
叢
文
社
、
昭
和
五
十
一
年

杉
本
つ
と
む
他
『
環
海
異
聞
　
本
文
と
研
究
』
八
坂
書
房
、
一
九
八
六
年

池
田
晧
訳
『
環
海
異
聞
』
（
海
外
渡
航
記
叢
書
2
）
雄
松
堂
出
版
、
一
九
八
九
年

山
下
恒
夫
再
編
『
石
井
研
堂
こ
れ
く
し
ょ
ん
　
江
戸
漂
流
記
総
集
』
第
六
巻
、
日
本
評

論
社
、
一
九
九
三
年

じ
ロ
．
＝
．
凄
窮
ヨ
差
匂
寄
美
慧
国
9
＝
（
着
鵠
胃
窪
臣
7
δ
o
ロ
昌
。
塁
国
o
α
実
逗
渓
”
δ
員
票
邑
冨
x
）

筒
零
℃
昌
『
国
o
。
≡
鼻
O
き
鵬
巷
7
＞
＝
O
∩
O
押
国
国
。
旨
蔓
目
〉
ω
塁
》
≦
堕
ら
9

甲
＝
°
『
9
0
ヨ
差
猿
9
巽
録
δ
葦
u
《
斧
臣
§
o
き
臣
お
畠
昌
。
＝
＝
邑
8
0
否
填
9
δ
員
更
［
ω
o
≡
且

竃
o
窒
x
》
…
凶
＝
o
題
閑
器
遷
閑
9
＝
。
ぴ
×
一
×
国
』
ω
逗
δ
目
畠
o
『
o
曾
o
＝
岩
O
昌
O
寓
切
灯
震
芦

鼠
＝
o
罠
蔓
目
口
σ
o
o
8
‘
誤
剛
×
逗
否
口
＝
8
諏
ヨ
戸
O
口
◎
°
b
8
0
°

杉
本
つ
と
む
『
江
戸
時
代
蘭
語
学
の
成
立
と
そ
の
展
開
」
W
・
V
　
早
稲
田
大
学
出
版

部
、
昭
和
五
十
六
年
、
五
十
七
年

洋
学
史
研
究
会
編
『
大
槻
玄
沢
の
研
究
」
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
一
年

田
保
橋
潔
『
増
訂
近
代
日
本
外
国
関
係
史
』
刀
江
書
院
、
昭
和
十
八
年

高
野
明
『
日
本
と
ロ
シ
ア
　
両
国
交
流
の
源
流
』
紀
伊
国
屋
書
店
、
一
九
七
一
年

『
通
航
一
融
呂
第
八
　
国
書
刊
行
会
、
大
正
二
年

大
槻
如
電
『
新
撰
洋
学
年
表
』
柏
林
社
書
店
、
昭
和
三
十
八
年
再
版

荒
川
秀
俊
『
日
本
漂
流
漂
着
史
料
』
気
象
研
究
所
、
昭
和
三
十
七
年

〔
謝
辞
〕
初
め
に
愛
日
教
育
会
の
出
崎
俊
雄
、
丸
山
悦
治
の
両
氏
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
と

に
丸
山
氏
は
献
身
的
に
愛
日
本
全
十
六
冊
を
撮
影
し
、
電
子
化
し
て
下
さ
っ
た
。
研
究
推
進
の

為
、
全
巻
写
真
撮
影
を
懲
葱
し
て
下
さ
っ
た
末
中
哲
夫
先
生
に
も
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
又
、

次
の
諸
機
関
に
お
い
て
貴
重
書
を
熟
覧
し
、
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を
得
ま
し
た
。

　
　
愛
日
文
庫
、
宮
城
県
図
書
館
、
一
関
市
博
物
館
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
、
早
稲
田
大

　
　
学
図
書
館
、
相
馬
美
貴
子
、
イ
サ
ベ
ル
・
田
中
・
フ
ァ
ン
・
ダ
ー
レ
ン

　
な
お
、
英
文
要
旨
は
マ
ー
ク
・
ピ
ー
タ
ー
セ
ン
氏
の
校
閲
を
得
ま
し
た
。
以
上
記
し
て
、
謝

意
を
表
し
ま
す
。
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